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 保育参観にご来園ありがとうございました。 その時の様子です。 

 

 

 

 

 

 

 

 今年の３歳以上児さんは、張り切る気持ちが通常の何倍もあったようで、保護者の皆さんと顔を合わせても、

泣き叫ぶ子もおらず、いつものように活動していました。0～2歳児さんはのぞき穴からの参観でしたので、見ら

れていることに気づくことなく、こちらもいつものように遊んでいました。大きいクラスの子も、小さいクラスの子

も、遊びに集中している時や一人でじっくり何かを考えている時は、大人がむやみに声をかけることは控え、そ

っと見守るようにしています。子どもが作り出している世界の邪魔になるからです。子どもが救いを求めてきた

ら、一緒に考え手助けをします。疑問に思った場面もあったかもしれませんが、保育者はこの

タイミングを見計らっています。「今はあまり動きたくない」と思った子は、じっ

としていますし、「いいもの見つけた」と感じれば活動しだします。子どもたち

は、大人が思っている以上にいろんなことを感じ、考えて行動しているようで

す。 

 

「お口の中はきれいかな」 

６月９日、かばしま歯科医院の和子先生よる第１回歯科検診が行われました。すみれ組 

からばら組まで一人ずつ診てもらいました。初めて歯科検診を受ける子もいたと

思います。先生の前に行き「あーん」と言われれば「あーん！」、「いーしてごらん」

と言われれば「いー！」と、言われるようにできていました。ただ、かばしま先生の

白衣に「なんだか病院のようだ」と感じた子は、涙を流していました。

保育園では、3 歳児から食後の歯磨きをしていますので、後は、寝る

前に保護者が隅々まで磨いてあげてください。ふじ組、ばら組さんは

永久歯が生えている子もいたので、歯みがきの大切さを教えていた

だきました。 

 

 

 

 

 

 

 

                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                              

              

              

 

              

              

              

              

              

              

              

              

              

              

令和 5年７月 1 日 

篠山保育園  

園長 足立善一郎 

 

篠山祇園祭りに伴う駐車場について 

7 月 22 日(土)、夕方のお迎え時は園庭を

使用できませんので、ご了承ください。 

 ７月の行事予定 

 4日（火） プールあそび始まり 

15日(土)  

16日（日）  

20日（木） 避難訓練 

25日（金） 誕生会 

 3日…えいごであそぼう（ばら組） 

    10日…えいごであそぼう（ふじ組） 

 

8月の行事予定表 

 18日（金） 避難訓練 

 19 日（土） 園内研究会 

 25日（木） 誕生会 

      プール遊び終了 

21 日…えいごであそぼう（ばら組） 

    28日…えいごであそぼう（ふじ組） 

 

15 日はおと
ま り 会 の た

め、他のクラ
スは午後 2 時
迄にお迎え下

さい。 

７月のささやまっこだより 

新しい職員が仲間入りしました 

森
もり

 里
り

帆
ほ

保育士 (7月 3日～) 

パート保育士です。よろしくお願いします。 

「子どもも保護者もどきどき」 

「色つきスライムができたよ～！」 

「ばらぐみストア開店です！」 

おとまり会(ばら組) 

〈子育てメッセージより〉 

「私も だっこしてほしいの…」 

 おねえちゃんもおにいちゃんも、まだまだ子どもです。抱きしめたり抱っこしてあげて下さいね！「もうおにいち

ゃんなんだから、しっかりしなさい」、「ほらおねえちゃんでしょ がまんして」。子どもたちは精いっぱい背伸び

して、期待にそえるお兄ちゃん、お姉ちゃんになろうと、頑張っています。でも、生まれてわずか数年、まだまだ

甘えたい盛り。思いっきり抱きしめて、甘えさせてあげて下さいね。 

 

  何も与えても、すぐに飽きてポイポイ」：2歳児 

【行動の意味】 長続きしない理由は、多々あります。 

 子どもが飽きてしまう理由は主に 3つ考えられます。 

１．「ものを与えすぎているかもしれません。」・・・ その子が本当に興味を持つことをやらせてあ

げれば、長続きするようになり、根気強さも育っていくのではないでしょうか。 

２．この時期の子どもは、何かひとつのことで遊んでいて、急に他のことをはじめ、また戻ってきて

もとのあそびをやりだすという姿をよく見ます。子どもは遊びながらいろいろなことを発想し、今

思ったことをやろうとします。その子にとっては、連続しているつもりの行動でもあります。 

３．おもちゃの楽しみ方、遊び方がわかっていない場合もあります。 

【対応法】 一つひとつのものの“大切さ”を伝える。 

１の場合は、ものを与えすぎていないか理解を。次々に新しいものを与えることで、他のものに

目移りしてしまい、その結果、飽きてしまうことに。 

子どもがどんなことに興味をもっているかを見つけてあげましょう。そして、子どもが遊びに熱

中しているときは、大人は介せず、やっていることを尊重し、そっと見守りましょう。 

２の場合は「片づけてからいきなさい！」とうながすのではなく、子どもがどんなつもりで離れた

かをなるべく理解し、言葉にしてあげましょう。 

3 の場合は、楽しみ方がわかっていないので、子どもの相手をして一緒に遊び、共に遊ぶ楽し

さや、遊び方を伝えるといいですね。興味がないものは、少しの間しまっておくのも一策です。 

「0歳児から5歳児行動の意味とその対応」 

                        今井和子 著 


